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ル化についてはhMLH1で単発5/32例、多発10/32例（P＜0.0l）に認められたが、p16、MGMT、E-cadherinのメチ
ル化の有無に関しては有意差が認められなかった。以上より、hMLH1はEMR施行後の多発胃癌において高頻度に
メチル化を受けており、hMLH1の不活化を介するMSI pathwayが重要な役割を果たしている可能性が考えられた。 
この成績は、EMR対象早期胃癌症例の異時性多発にMSIが予測因子となりうることを示したものであり、サー
ベイランスのあり方など、早期胃癌のマネージメントを考える上で貴重な成績であることから、著者は博士（医
学）の称号を授与されるに値するものと判定した。 
